
１．事業説明シート （区分）　国補　・　県単　

事業箇所 地区名

（３）事業の妥当性評価 妥当

①課題・背景 ①公共関与の妥当性（行政が行うべき事業か） ○

②事業執行主体の妥当性（県が行うべきか） ○

③経済妥当性 ○

400 百万円 工期 基準年 R4

費用 1,497 百万円 便益 1,829 百万円

建設費 309 百万円 911 百万円

関連事業費等 1,188 百万円 869 百万円

58 百万円

-9 百万円

費用便益比（B/C）は、1.0を超えており、経済効率性は確保されている。

②整備目標・効果

□主要目標 ④事業実施・規模の妥当性 ○
対象路線の幅員４ｍ以上延長率 100% > 81.8% ※ (※評価基準値)

□副次目標

⑤整備手法の有効性 ○

□副次効果 ・受益面積規模、事業対象工種から、本事業で対応することが妥当である。

⑥環境負荷等への配慮 ○

①整備内容

②着手年度 ⑦事業計画の熟度 ○

③総事業費

［貢献度ランク：a］

④年度別の整備内容

令和５年度 測量・設計 50 百万円

令和６年度 道路改良工 80 百万円

令和７年度 道路改良工 100 百万円

令和８年度 道路改良工 100 百万円

令和９年度 舗装工 70 百万円

※記載内容は見込みであり、確定したものではない。

⑤既整備内容・期間・事業費

農村地域活性化農道整備事業　長坂地区　平成20年～令和4年　事業費10億円

事業名 事業主体

（事業費）

　令和９年度

　約400百万円（県費280百万円(7/10)、市費等120百万円(3/10)

・早期着工の要望あり

総　合　評　価

　令和５年度 ③完成見込年度

・大規模な土の切盛の際は周辺環境等への影響を最小限にする措置を講じる。

・本事業は食料・農業・農村基本法に位置づけられている、農業の持続的発展、食料の安定供給、
多面的機能の発揮に資するものであり、行政が行うべきものである。

・「山梨県農村地域活性化農道整備事業実施要綱」第３により県が事業主体となって行うべきである。

　農道整備事業
［農村地域活性化農道整備事業（県単）］

　調査に関する事前評価済（未実施）

（１）事業の概要

令和４年度　公共事業事前評価調書（簡易型）

1.2Ｂ／Ｃ

経
済
効
率
性 維持管理費節減効果

走行経費節減効果

一般交通等経費節減効果

品質向上効果

山梨県大泉
おおいずみ

北杜市大泉町西井出

R5～R9

妥当でない

（４）事業位置図

（２）整備内容

　農道 L=770m , W=7.0m

総事業費

○集落間・小規模拠点施設へのアクセス向上

〇農林産物の販売促進（販売促進活動あり)

　　—

・地区内の営農条件改善のために必要な整備量としている。

本地区は八ヶ岳南麓に位置する豊富な湧水の利用による水稲やトマト、とうもろ
こし等の畑作を生産する農業地域である。
　地区周辺の幹線道路は主に南北方向に整備されており、東西方向へ向かう幹線道
路が無いため、農産物の輸送や集落間の移動には農地や集落内の狭小な道路を移動
するか、数キロメートル先の県道まで迂回をする必要があり、不便な状況が続いて
いた。
　これに対し、先行事業である農道整備事業長坂地区の実施により、長坂町白井沢
から大泉町谷戸までを東西に結ぶ幹線農道が整備され、農作物輸送の合理化及び地
域間のアクセス向上が図られている。大泉側の終点部には農業法人による農園も開
設され、農業生産の拡大、農地の有効活用、農業従事者の安定的な就業の場の創出
に寄与している。
　本地区は、長坂地区を延伸し、更に東側の主要地方道北杜八ヶ岳公園線まで整備
を行うものである。これにより、集落間の移動や農産物出荷施設へのアクセス向上
を図り、地域農業の更なる振興に寄与するものである。

地理院地図（国土地理院）
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２.添付資料シート（１）

北杜消防署

１ｋｍ０
５００ｍ

②

一般県道長沢小淵沢線

一般県道長沢小淵沢線

長坂ＩＣ

農道 L=770ｍ W=7.0m

計画路線活性化農道 長坂地区（関連事業）

農道 L=2,108m W=7.0m

①

③

⑤

おおいずみ

農道整備事業［農村地域活性化農道整備］ 大泉地区 一般計画平面図

標準断面図

整 備 後

路肩 路肩車道 車道

750 7502,750 2,750

7,000

受 益 面 積
総 事 業 費

主 要 工 事

A　=　67　ha
約　4  億円

　農道　L=770m W=7.0m

事 業 概 要

写真撮影 箇所 　　①

④

高速道路

河川

県道

広域農道

市道

計画路線

関連事業（完了）

受益（水田）

受益（畑）

凡        例

ＪＡ梨北農機センター

ＪＡ梨北米穀低温倉庫

ＪＡ梨北八ヶ岳第一共選所

ＪＡ梨北大泉ライスセンター



２.添付資料シート（２）

ＪＡ梨北大泉ライスセンター

地区内外の農作物の集出荷を広域的に

担っている。

県外から参入した農業法人が営農する大規模栽培施設

地域の農業従事者の安定的な就業の場を創出し、雇用、耕作放棄地対策に貢献している。

写真①

主要地方道北杜八ヶ岳公園線（計画路線 終点部側）

小淵沢方面へアクセスする車両の流入が見込まれる。

写真②

地区内の農道の状況。大泉町西井出地区を

東西に効率的かつ安全につなぐ農道がない

ため、これまで出荷に時間を要し、農作業の

支障となっていた。

写真④

W=2.0m

写真⑤

関連事業（農村地域活性化農道整備事業

長坂地区）にて整備済区間の状況。長坂町

白井沢から大泉町谷戸までを東西に結ぶ幹

線農道が整備され、農作物輸送の合理化及

び地域間のアクセス向上が図られている。

写真③




